
1．緒　言
　現在，ブドウの果皮色の評価手段として，̒ 巨峰ʼな
どの黒色系品種ではʻ果実カラーチャート　ブドウ赤・
紫・黒系ʼ1）が使用されており，全国的な基準となって
いる．また，近年生産量が急増しているʻシャインマス
カットʼなど黄緑色系品種では，いくつかの県において
は専用カラーチャート2，3，4）が製作され，収穫期の判断
基準として使用されている．一方，赤色系品種において
は，独自のカラーチャート5，6）を用いて果皮色を評価し
ている地域もあるが，多くの場合はʻ果実カラーチャー
ト　ブドウ赤・紫・黒系ʼが代用されている．しかし，
赤色系品種に対してこのカラーチャートを用いると，実
際の果皮の色合いとカラーチャートの色調が異なるた
め，適切な評価が難しいといった問題がある．
　そこで，消費者の人気が高く栽培者も多いʻゴル
ビーʼを材料とし，赤色系品種の果皮色の評価基準とな
るカラーチャートを試作するとともに，果皮色と果実品
質の関係について諸調査を行ったのでその結果を報告す
る．

2．実験方法
2−1　カラーチャートの試作
　果皮色の異なる果粒を撮影ブースにおいて同一の照
明環境のもと，色調整用ツールのCasmatchを設置し

た状態で撮影した（図1）．その画像を画像編集ソフト
Photoshopに取り込み，画像内の果粒の範囲を選択し，
その範囲内の平均色を求めることでチャート色を抽出し
た．

2−2　果皮色と果実品質との関係
　試験には，山梨県果樹試験場に植栽されているʻゴル
ビーʼ3樹（8〜16年生　露地栽培　T-5BB台　慣行法
による無核栽培）に着生している果房を供試した．ベレ
ーゾン期の2013年7月23日から9月17日まで7日間隔で各
供試樹から10果粒を採取し，果皮色と糖度，酸含量，
アントシアニン含量を調査した．果皮色の評価には7段
階の果粒写真（図1）を用い，ブルームを拭き取った10
果粒の果頂部の色を目視で判断した値を平均した．糖
度は10果粒をまとめて搾汁し屈折計示度（アタゴ，PR-
100）を用いて測定した．酸含量は，10粒をまとめて搾
汁した果汁を0.05N-水酸化ナトリウムで中和滴定し酒
石酸含量に換算した．アントシアニン含量の測定は以下
のとおりに行った．果粒の腹部から直径10mmのコルク
ボーラーを用いて，1果粒から2枚，合計20枚の果皮を
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図1　ブドウʻゴルビーʼの果粒とCasmatch
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採取した．果皮は，果汁を十分に除去した後，-20℃で
冷凍保存した．果皮サンプルに10mlの50％酢酸を加え，
16時間，4℃，暗条件下に静置した．その後，遠心分離

（3000g，5分）した上清を10mlに定容し，アントシア
ニン抽出液とした．分光光度計（shimadzu　UV-1200）
を用いて抽出液の520nmの吸光度を測定し，Cy3Gの検
量線（Y＝16.36x）によりアントシアニン濃度を求め，
果皮の新鮮重あたりのアントシアニン含量に換算した．
　8月21日には果皮色別に各3〜40果粒（合計215果粒）
を採取し，1果粒ごと糖度を調査した．

3．結果および考察
3−1　カラーチャートの試作
　̒ シャインマスカットʼ専用カラーチャートの作成時
に用いた手法7）に準じ，果粒の画像データからチャート
色を作成する方法で試作を行った．画像データからチャ
ート色を特定する手法を用いるのは，ブドウの果皮は薄
く，果肉の透明度も高いため，分光測色計による測色で
は正確な色の検出が困難であることと，画像から抽出し
た色が人の見た色の感覚に近かったという検討結果によ
るものである．
　具体的な手法としては，標準光源下で果粒を撮影し，
その画像を画像編集ソフトPhotoshopに取り込み，果粒
の平均色からチャート色を抽出するという手法で行っ
た．この時の画像の色補正にはCasmatchを用いた．
　しかし，ほぼ一様に変化するʻシャインマスカット
ʼの果皮色変化と異なり，̒ ゴルビーʼの果皮色は，地
色である緑色がクロロフィルの消失によりに徐々に黄化
しながら，アントシアニンの蓄積によりに赤色が着色し
ていくような変化をする．そこで単色でのチャート色の
表現の他に，果皮の変化を再現するようなグラデーショ
ンによるチャート色（図2）の作成も行い，収穫適期の
判断に適した色の表し方の検討を行った．その過程でブ
ルームのある状態とない状態との比較や，グラデーショ
ンの表現の調整なども行いつつ，複数の試作カラーチャ
ートの作成を行った．試作したカラーチャートは圃場作
業者の感想などを反映し改良を進めた．最終的には，単

色による7段階のカラーチャート（図3，表1）を試作し
た．この試作カラーチャートでは，チャート色の一部が
全体の端にかかるようにし，果実との色比較がしやすい
ようなデザインにした．併せて収納するケースもデザイ
ンし，それらの量産を行った．このカラーチャートは，
今後，赤色系ブドウの果皮色の指標として活用するとと
もに，公立試験研究機関等に配布し，実用性ついて評価
・検討を行う予定である．

3−2　果皮色と果実品質との関係
　果皮色とアントシアニン含量，糖度，酸含量の関係
を表2，図4，図5に，成熟期における果皮色と糖度の関
係を図6に示したが，果皮色とアントシアニン含量，糖
度，酸含量の間には相関が認められ，果皮色が進むにし
たがってアントシアニン含量，糖度は増加し，酸含量は
減少した．ブドウ赤色系品種においては果皮の着色と糖
蓄積の関係性が強いことが知られている8）が，今回の結

図3　赤色系ブドウ専用カラーチャート

図2　グラデーションによるチャート色

表1　̒ ゴルビーʼ専用カラーチャートのL＊a＊b＊値

表2　「ゴルビー」の果皮色とアントシアニン含量の推移
　　（2013）

図4　̒ ゴルビーʼにおける果皮色と糖度の関係
（2013.7.23〜9.17）　　　　　　　
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果はそれに一致したものとなった．このことから，カラ
ーチャート値は果実品質を評価する指標として利用でき
ることが示唆された．

4．結　言
　果粒の画像データを基に，7段階の赤色系ブドウ専用
のカラーチャートを作成した．果皮色と果実品質の関係
を調査した結果，果皮色と糖度，酸含量およびアントシ
アニン含量との相関が高く，果実品質を評価する指標と
してカラーチャートが利用できることが示唆された．今
後，赤色系ブドウの果皮色の指標として活用するととも
に，公立試験研究機関等に配布し，実用性について評価
・検討を行う予定である．
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図5　̒ ゴルビーʼにおける果皮色と酸含量の関係
（2013.7.23〜9.17）　　　　　　　　

図6　̒ ゴルビーʼにおける果皮色と糖度の関係
（2013.8.21）　　　　　　　　　　
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